
 

 

 

 

 

福岡県社会教育委員の会議による提言 

 

 

 

持続可能な地域づくりを推進するための社会教育行政の在り方 

○「鍛ほめ福岡メソッド」の視点を取り入れた 

地域学校協働活動（福岡モデル）の推進 

○本県社会教育施設（青少年教育施設）の改善の方向性 
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巻 頭 言 

 

 近年、少子高齢化と人口減少など、社会教育を取り巻く環境の変化を受けて、社会教育におけ

る学習成果を地域課題の解決に生かし、「地域づくり」の実践につなげていくことが求められて

います。 

 このような中、平成３０年１２月に、中央教育審議会において「人口減少時代の新しい地域づ

くりに向けた社会教育の振興方策について（答申）」がまとめられました。その中で、地域にお

ける社会教育の意義と果たすべき役割を「社会教育を基盤とした人づくり・つながりづくり・地

域づくり」とし、今後の社会教育には、住民相互のつながりを提供する場として新たな展開を図

ることが求められ、行政に対しても、そのための環境の整備にこれまで以上に取り組む必要があ

ることを指摘しています。 

 福岡県においては、平成２７年度に「福岡県学校教育振興プラン」を策定し、その中で、教育

に関わる全ての指導者が共有する本県独自の指導方法として「鍛ほめ福岡メソッド」を位置づけ、

子どもが自立的に成長するための原動力となる人格的資質の育成に取り組んでいます。また、平

成２９年度からは「地域学校協働活動事業」に取り組み、地域人材の協力を得て、学校支援、学

習支援・体験活動を実施することで、子どもたちの学力の向上や豊かな人間性を涵養するととも

に、地域社会全体の教育力の向上を図り、地域ぐるみで子どもを育てる体制づくりにも取り組ん

でいます。  

これらの現状を踏まえ、福岡県社会教育委員の会議では、地域課題を解決する人材の育成や多

様な団体・施設と連携し、学校を含めた地域全体で子どもを育て、地域づくり・絆づくりを行っ

ていく必要があると考え、本県の子どもたちを取り巻く教育環境における現状と課題を明らか

にするとともに、本県社会教育行政におけるその方策を審議することとし、審議テーマを「持続

可能な地域づくりを推進するための社会教育行政の在り方」と設定しました。 

 さらに、既存の各種資料等を参考に、子ども、家庭、学校、地域における現状と課題を明らか

にしつつ、地域学校協働活動に取り組む地域等を視察し現地調査を行い、鍛ほめ福岡メソッドの

視点を取り入れた地域学校協働活動（福岡モデル）の推進と合わせ、本県社会教育施設（青少年

教育施設）の改善の方向性について論点を絞り、審議してまいりました。 

審議の中で、「鍛ほめは、これまで社会教育の中でずっと取り組まれてきたもの。」という意見

があったように、今期の会議は、福岡県の社会教育がこれまで培ってきたものを再確認し、地域

づくりにつなげていくことが根底にあると考えています。これまでの蓄積（財産）をベースとし

ながら、福岡県の社会教育をより多くの人々に推進していただくことができるよう、また、その

きっかけとなるよう審議し、その結果をまとめてまいりました。 

県内各地で教育の振興に向け御尽力いただいている皆様に、ぜひ御一読いただき、本県がめざ

す今後の社会教育行政の在り方について共通認識をもって、更なる取組の充実、推進に御協力い

ただければと思っております。  

 終わりに、今期は全８回の会議を行いました。また、視察研究として、小郡市、糸島市、飯塚

市、筑前町（訪問順）に訪問させていただき、それぞれの学校と地域が連携・協働した実践につ

いて学ぶことができました。多くの御意見をいただいた各委員の皆様をはじめ、視察の際に御対

応いただいた関係市町教育委員会生涯学習・社会教育所管課の皆様に対しまして、この場を借り

て感謝申し上げます。 

令和元年７月 

福岡県社会教育委員の会議 

議長 大島 まな 


